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令和５年度 第４回 富塚西小学校運営協議会 会議録 (要点記録) 

 

 

１ 開 催 日 時： 令和６年２月９日（金） １３時３０分から１５時４０分まで 

２ 開 催 場 所： 富塚西小学校 会議室 

３ 出 席 委 員： 安間忠雄、天野民雄、吉澤肇、佐藤孝則、山本香奈子、神村浩子、 

岩渕千江、吉川惠美 

４ 欠 席 委 員： 井口隆夫 

５ オブザーバー： 富塚協働センター 門奈保典 

６ 学 校： 松山 徹（校長）、鈴木千晴（教頭）、阿部恭大（教務主任）、 

坂口千佳（ＣＳディレクター） 

７ 傍  聴  者: なし 

８ 会議録作成者 ＣＳディレクター 坂口千佳 

 

９ 議長の選出について 

司会の吉川委員から、安間会長を議長に推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承

認した。 

 

１０ 協議事項 

  テーマ 「今年度の振り返りと次年度の学校運営」 

(1) 学校関係者評価 

(2) 学校運営協議会の自己評価 

(3) 令和６年度学校運営基本方針 

(4) 夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

 

１１ 会議記録 

 司会から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 

 

テーマ 「今年度の振り返りと次年度の学校運営」 

(1) 学校関係者評価 

 議長の指示により、阿部教務主任から、別紙資料に基づき、昨年１１月に６年生対象に行っ

た「全国学力・学習状況調査」の結果と考察の説明があった。 

次に児童・保護者・教職員の３者に実施した「学校評価アンケート」の結果と考察、改善方策

について、さらに「いじめ防止等のための基本方針」に基づく対応を行った結果と考察、改善点

についての説明があった。 

 

次に、２つのグループに分かれ、学校評価アンケートといじめ防止基本方針に基づく対応の２

点について協議を行った。協議の中で出された意見は下記の通りである。 
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Ａグループ （安間委員、天野委員、佐藤委員、山本委員、岩渕委員） 

・学校評価は、全体的に児童の評価と、保護者・教職員の評価にギャップがあることが印象的

だ。 

・にこ１「安心して学校生活を送っている」という項目で、１４人の生徒が「できなかった」と答えて

いる。安心して学校生活を送れていない生徒がいる事を理解し、子供たちをさらによく見ていた

だきたい。 

・にこ２「集団生活のマナーを守って生活できている」という項目があるが、今までコロナの為に

集団での活動ができなかった。これから学校で集団生活のご指導をお願いしたいが、家庭や地

域でも協力して教えていくことができるのではないか。 

・きら１－２「校内の自然を観察したり、「総合」の時間に地域に出て学んだことをもっとくわしく調

べてまとめたりすることがすきだ」という項目では、児童の評価が低くなっているが、このアンケー

トの文言を変えたら結果が変わると思う。文言の検討が必要であると感じる。 

・きら２で、タブレットの使用により発表が苦手な子も自分の意見を表現できるのは良いが、将来

の為に発表する機会も作りコミュニケーション能力を身に付けていって欲しい。 

・いじめ問題では、アンケートを有効利用して困っている子の声を拾い上げ、どの子も気持ちよく

学校生活を送れる富西小にしていただきたい。 

 

Ｂグループ （吉澤委員、神村委員、吉川委員、松山校長） 

・全体的に８０～９０％以上の高評価であることから、とても充実している学校の様子がうかが

える。しかし、児童の評価と、保護者・教職員の評価に５～１０％もの差があることが目にとまる。

その差の原因を深く掘り下げることにより、子供と大人の考えのズレが生じないのではと思う。 

・ぐん２「目標に向かって、粘り強く頑張っている」の項目では、児童の評価が高く、保護者・教

職員の評価が低くなっている。子供と大人、それぞれの世代の粘り強さの感覚が違っている影

響が大きいのかもしれない。 

・いじめ対策では、アンケートの回数を増やし、児童が自分の事を伝えられる状況にあることは

安心である。また、担任の先生だけではなく、学校全体で対策を取っている事、これからソーシ

ャルスキルトレーニングを取り入れていくという事に安心感が持てる。 

・いじめのアンケート実施前に保護者に知らせてもらえると、子供に「本当の事を書いていいん

だよ」と背中を押すことができる。勇気がなくいじめの悩みを言えない子もいるので、知らせて欲

しい。 

 

(2) 学校運営協議会の自己評価 

議長の指示により、鈴木教頭から、資料に基づき学校運営協議会自己評価のアンケート集

約結果について説明があった。 

次に学校運営協議会の来年度の目標を話し合った。今年度、学校支援活動や地域活動

の価値づけをすることができ、それを『「富塚に住んでいる子供たち」を、皆で育てている ゆる

やかなつながり・協働体制』という一覧表を作成し可視化することができた。来年度は、この内

容を保護者・地域にも発信し、支援活動についての共通認識を進めていくと共に、さらに有効

な支援について重点的に熟議することになった。 
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(3) 令和６年度学校運営基本方針 

 議長の指示により、松山校長から、資料に基づき、平成６年度学校運営基本方針について

の説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

(4) 夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

議長の指示により、鈴木教頭から、夢育やらまいかＣＳ加算分についての報告があった。 

 

１２ 報告 

   岩渕委員から冬休みに開催した「とみっこ寺子屋」の活動報告があった。 

 

１３ 連絡事項 

(1)自治会より                                          （天野委員） 

来年度も引き続き、年３回の交通安全パトロールを行い、子供たちの安全を守っていきたい。 

 

(2)ＰＴＡより                                           （佐藤委員） 

昨年１２月１３日に富西小卒業の落語家柳家花いちさんをお呼びして、全児童に落語を披

露していただいた。子供たちはみんなお腹を抱えて笑っていた。来年度のＰＴＡの方にも、子供

たちの為に楽しいイベントを開催して欲しい。 

また、わくサマなどの富西小ＰＴＡの活動を評価していただき、今年度も優秀賞をいただくこと

ができた。素晴らしい活動ができたことに感謝している。 

 

(3)令和６年度学校運営協議会 新規委員について                   （松山校長） 

井口委員、天野委員、佐藤委員、山本委員が今年度で学校運営協議会の委員を終える旨

の報告があった。 

 

(4)令和６年度学校運営協議会 開催計画（案）                     （鈴木教頭） 

令和６年度の学校運営協議会は、下記日程で開催を予定している旨の報告があった。 

第１回 令和６年 ５月１７日（金） 

第２回 令和６年 ９月２０日（金） 

第３回 令和６年１１月２９日（金） 

第４回 令和７年 ２月 ７日（金） 


